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１．研究計画の概要 
特異点をもつラグランジュ部分多様体のフ
レアー理論の構築を目標とする。具体的には
主に次の項目について研究する：（１）凹型
のエンドをもつシンプレクティック多様体
におけるルジャンドル・エンドをもつラグラ
ンジュ部分多様体のフレアー理論の研究。
（これは特異点の補集合を想定したものと
なっている。）（２）ラグランジュはめ込みの
フレアー理論の構成。 
 
２．研究の進捗状況 
現在のところ、ラグランジュはめ込みのフレ
アー理論の構成は完成した。（Joyce との共同
研究）凹型のエンドを持つシンプレクティッ
ク多様体におけるジャンドル・エンドをもつ
ラグランジュ部分多様体のフレアー理論に
ついては、そのトイ・モデルとなる境界付き
多様体のモース・ホモロジーの構成は完成し
た。 
 
３．現在までの達成度 
２で述べたとおり現在のところ、ラグランジ
ュはめ込みのフレアー理論の構成は完成し
た。（Joyce との共同研究）また凹型のエンド
を持つシンプレクティック多様体における
ルジャンドル・エンドを持つラグランジュフ
レアー理論については、そのトイ・モデルと
なる境界付き多様体のモース・ホモロジーの
構成は完成した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ラグランジュはめ込みのフレアー理論につ
いては unobstructed なラグランジュはめ込
みの例を見つけ出す必要がある。凹型のエン

ドをもつシンプレクティック多様体におけ
るルジャンドル・エンドをもつラグランジュ
部分多様体のフレアー理論については、まだ
まだ問題は多く、そのトイ・モデルとなる境
界付き多様体の位相的Ａ無限大圏の構成に
ついてもまだ不明な点が多く、これからも継
続的な研究が必要である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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University） 
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2008 年 12 月 11 日 
Immersed Lagrangian Floer theory 
 
(12) 幾何学コロキウム（北海道大学） 
2008 年 11 月 14 日 
Lagrangian mean curvature flow and 
symplectic area 
 
(13) 第 55回幾何学シンポジウム（弘前大学） 
2008 年 8月 22 日～26日 
ラグランジュはめ込みのフレアー理論 

(14) 東京幾何セミナー（東京大学） 
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